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・会議次第

・火災発生後の空家等に対する措置関係

・管理不全空家等に対する措置関係

・河合町危険空家等除却費補助制度関係

・相談実績（年度別・月別）

・空家戸数

・日程調整表

協議内容（概要版）

①火災発生後の空家に対する措置について

　・立入調査の結果報告

　・対応予定

②管理不全空家等に対する措置関係

③河合町危険空家除却費補助制度関係

④空き家セミナー及び空家相談会について

・相談実績（年度別・月別）

・空家戸数

・空家調査

・次回協議会の日程調整

３．議事

４．その他

資料
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会議議事録（概要版）

　議事①火災発生後の空家等に対する措置について

　　　・立入調査の結果報告

　　　〈事務局より説明〉

意見等、何もなければ特定空家と認定して宜しいでしょうか。

異議なし。

ありがとうございます。特定空家に認定すべきと、本協議会で判断致します。
今後の予定について説明お願いします。

　議事①火災発生後の空家等に対する措置について

　　　・対応予定

　　　〈事務局より説明〉

スケジュールを見ると、所有者の方が何も対応しない場合、最短で８か月後に
行政代執行ということで、長い時間がかかり、この建物の瓦が８か月間、落ち
ずにもつかどうかは、多少の不安もありますが、法に基づいて行わなければな
らないので、致し方ないことであると同時に初めての措置ですので、慎重に行
わなければならないと思います。

所有者及び関係者から連絡がないということですが、実際にいつ倒れるか分か
らず、特に台風シーズンの時など、通行人の方に落下物が当たるという危険が
ある時の事故防止対策というのは、町が所有者の方に代わってどこまで出来る
のか、ある程度検討しておいた方が良いのではないかと思います。

緊急安全措置ですが、原則、所有者の同意が必要と規定しています。所有者及
び関係者に通知を特定記録にて郵送していますが、これまで連絡がありませ
ん。特定空家と認定されましたので、郵便局に転送先の情報提供を求めさせて
頂き、提供して頂けましたら、直接行くことも可能と思われます。令和２年か
ら放置されている案件ですので、緊急安全措置に費用が掛かってくるおそれが
あります。原則、費用については所有者の方に請求させて頂きますので、費用
徴収できるか等も検討していかなければならないと思っています。

例えば台風がきて、非常に危険な状態等になった時は、緊急安全措置で落下防
止等の措置は執れますか。

落下防止のシートや網等は設置できますが、費用ややり方等を空き家コンシェ
ルジュさんに相談すると、高さもあり、シートを固定するためには少し大がか
りな設置工事になるのではないかとのことで、費用がかなり掛かるかもしれな
いとのことです。

台風が来た時、当然一般の方も事故防止のために対応されます。このような建
物ですので、危険が高まります。所有者の方に責任はありますが、所有者の方
が何もされないといった時に、行政として事故防止をする義務はあるのかお聞
きしたい。

条例で実施できると規定しています。本来なら所有者の方がしなければならな
いことをされない場合、行政は緊急安全措置として代わりにすることができま
すが、費用の回収が出来るのか等もありますので、慎重に考えなくてはならな
いと思っています。

出来るけれども、費用の問題で慎重に考えないといけないということは良く分
かりますが、特定空家と行政が認定した以上は、行政にも責任があるのではな
いかと考えます。放置して何らかの災害が起きた時にということを思うと、考
えている余地はないのではないかと思います。
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緊急安全措置ですが、役場としては条例で定めていますので、費用面に関して
も、ある程度の調査をさせて頂き、もし台風等で危ない状態になれば、緊急安
全措置を発令し、費用に関しましては、所有者の方に請求させて頂きたいと考
えています。放置しているわけではなく、条例に基づいて対応させて頂きたい
と考えています。

台風が来るから準備しないといけないという場合と、台風が来て屋根が飛び、
損害を発生させてしまったという場合と２つの対応があります。自然災害に対
する準備も必要と思います。対応、準備をすぐにしないといけません。それを
怠ると損害が拡大するということ、第３者に対する賠償責任が出てくるという
ことがあります。条例を策定し、実行に移す中で不足の事態がこれから起こっ
てくると思います。費用の問題よりも措置をしないといけない基準を行政とし
てある程度考えておいた方が良いのかと思います。条例に規定があったとして
も実際にどこまで動けるかについても、判断がしにくいので、状況を具体的に
見ていかないと、責任の所在がはっきりしないということになりかねないとい
うことが心配です。

所有者の方には、空家の影響で被害に合わせてしまった場合、賠償責任が発生
するということを事前に伝えています。緊急安全措置をどの基準で講じるのか
ということは、条例が出来ましたので、再度課内で協議させて頂き、対応策を
考えさせて頂きます。立て看板の設置や、台風が近づいてきましたら、職員が
現場の確認をさせて頂き、被害防止対策を講じるように考えています。職員で
対応出来ない場合は業者に依頼をし、費用に関しましては、所有者の方に請求
させて頂きたいと考えています。

責任の所在というのが明確にならないと、一般の方は納得されないということ
と、人命に関わるということが大きいのではないかと思います。あと、通学路
ということですが、行政内で共有されて通学路の変更の要望等はされているの
でしょうか。

教育委員会の方には相談出来ていないこともありますので、今後相談させて頂
きたいと思います。

公表される内容がどういうものになってくるのか、所有者の方がどう対応され
るのか、責任の所在等も含まれてくると思いますので、早急に明確にして頂
き、また教えて頂けたらと思います。

所有者の方には、行政代執行で最終請求される金額よりも、補助金制度に申し
込み、自分で解体した方が安く済むということが分かる資料を添付し、背中を
押すようなことをして頂けたら、もう少し早く時間も短く済むのではないかと
思います。

　議事②管理不全空家等に対する措置について

　　　〈事務局より説明〉

９月ぐらいまでの予定しかありませんが、何もアクションが起きない場合はど
うなりますか。

管理不全空家に対する対応を全てさせて頂き、所有者の方が対応されない場合
については、今後特定空家と認定できるかどうか含めて、協議会で諮りたいと
思っています。

今の説明では、特定空家にならないと行動ができないという印象を受けたので
すが、管理不全空家についても指導をしても対応されない場合は、行政代執行
の対応は、条例に謳っていましたか。

特定空家については、行政代執行まで、法に基づいて出来るように規定されて
ますが、管理不全空家については、そこまでの規定はなく、緊急安全措置とし
て、枝を切るのか若しくは特定空家と認定し、措置をしていくのかという２つ
の選択肢があると思っております。

特定空家に至るまでに、管理不全空家として、樹木が手入れ出来ていないと
なった場合、樹木を切るという手続きについては、今の条例でどのような考え
方で進められますか。
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緊急安全措置として、所有者の方の同意を得て、影響のある枝を切り、掛かっ
た費用については、所有者の方に請求し、職員で対応できることは職員で行う
という流れになります。あくまで、所有者の方に同意を貰った上で、措置をす
るということになります。

今、問題になっているのは、所有者の方と連絡が取れない状態で、特定空家や
管理不全空家になった場合の対応の話だと思いますが、一時的に管理不全空家
として、樹木を伐採するということをしないと、例えば通行している人に対し
て枝が折れたり等で怪我をするということも想定できるので、どういう状態に
なった時に行政として代行できるのかという想定は、今のところ管理不全空家
に対しては具体的にはないですか。

管理不全空家に対して、行政代執行の規定はありません。緊急安全措置として
動くことはあります。所有者の方、関係者の方には、何かあれば賠償責任等が
あるということは、何回か通知には入れさせて頂いています。通知は特定記録
で送らせて頂き、全通届いています。

通知が届いても行動されない場合は刑事罰になりますか。例えば、通知で損害
防止をしないといけないと受けていたのに何もせず、事故が発生した場合の、
刑事的な罰の想定はないですか。

空家が放置され、瓦等が飛び、怪我をした場合に民事上の賠償責任等は発生す
るおそれがあります。その旨は通知で入れさせて頂いています。

指導書の方ですが、この通知を見られたら担当課まで連絡下さいという一言を
入れられてはどうですか。

指導書までに至る管理通知で何回かそのようなアクションは起こしておりま
す。電話連絡が一度付いた時に、所有者の方がどうして良いか分からないとの
ことでしたので、枝の剪定が必要で、町にシルバー人材センターがありますと
の話をさせて頂きました。遠方にお住まいですので、業者との話は難しいとい
うことで、見積りをお願いしますとの依頼を受けました。シルバー人材セン
ターで、何通りかの見積りを頂き、所有者の方に郵送させて頂きましたが、そ
の後連絡は一切ない状態です。

この家の前が町道ですので、その上空は町の管理責任があるのではないかと思
います。それを考慮した上で、例えば所有者の方に剪定する意志がないと考
え、町が出てきている枝を伐採するという、現実的に解決する方法を考えるこ
とが出来るのではないですか。見積りを出しても返事がなければ町として執行
し、交通妨害にならないようにし、所有者の方には費用請求を行うという、現
実的な解決策をしていかないと、日々樹木が大きくなり、危険度も大きくなり
ますので、法的に問題ないか根拠をきちんと調べ、解決する方法を考えてはど
うですか。

町道の管理は、まちづくり推進課ですので、この件について何回か協議させて
頂きました結果、町道に影響があると判断は出来るが、具体的な対応について
は、今のところ何も出来ないという回答を頂いています。西和警察の方にも相
談させて頂きましたが、樹木で標識や信号等が隠れているのであれば対応は可
能だが、道に出ているだけでは、避けて通行も出来るので、強い指導はできな
いが、通行に支障があるので、どうにかして下さいというお願いは出来るとい
うことで、何回か電話をして頂いています。あと、町の方で剪定し、危なくな
いようにさせて下さいという依頼を承諾書と一緒に送付させて頂きましたが、
連絡はない状態です。見積りを出して頂いた分は費用が十数万掛かるとのこと
です。ただ、道に出ている分を剪定するのであれば、費用もあまり掛からない
と思いますし、少しであれば職員の方で切ることも可能と思っております。所
有者の方に連絡を取らなければなりませんが、緊急安全措置も考えていかない
といけないと思っております。

具体的な例えで判断して頂きたいのですが、樹木が伸びて電線に引っかかるよ
うな危険がある場合は、電力会社が対応するのか、河合町が対応するのか、そ
の辺りの協議というのは何か考えておられますか。

電力会社には電線等に影響がある場合、原則、所有者の方から申し出て頂けれ
ば伐採等されると聞いています。今回は電線等の確認はさせて頂きましたが、
影響はありませんでした。
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所有者の方が全く関係なく、緊急で電線に引っかかるとなった場合に危険があ
るので、電力会社が自社のリスクで伐採するということはありますか。

電力会社は、原則、所有者の方から連絡下さいということです。連絡があり支
障があると判断できれば、自社の方で伐採等を行うとのことです。

結局は所有者の方が行動を起こさない限り、町としては所有者の方にお願いを
するだけで、何も手が打てないということですか。

条例の緊急安全措置についても、原則、所有者の方の同意が必要と規定してい
ますので、その辺りが引っかかってくるのかなと思います。

近隣の自治会から、ここは危険だから何とかして欲しいと申し出があったとい
うことで、それに対し、行政として何らかの回答をする必要があるのではない
かと思います。条例に基づいて行うということが、原則になりますが、何か合
点がいかないという気がします。

この他の案件でも樹木や雑草の件で所有者の方とお話させて頂いています。そ
の時にこれは条例に基づいて対応するのですか。ということを聞かれます。ま
だ条例が制定されていない時でしたので、法に基づいて適切に管理してくださ
いというお願いですという回答をさせて頂きました。これからは、条例に基づ
いて対応させて頂き、危ない時には緊急安全措置ということも考えていきたい
と思っています。管理不全に対しても条例に基づいて対応したことがないの
で、粛々と対応していきたいと考えております。

樹木の話ですが、例えば隣接する家から樹木が伸びてきて、邪魔だから切った
場合、法的に罰せられますか。町道は町の所有地ですので、法的に根拠を精査
した上で、樹木を剪定する方法がないのか、弁護士の方に相談されています
か。

越境している枝等の取扱いですが、法的には勝手に切れないと聞いておりま
す。下から来る根っこについては、侵入防止ということで切ることは出来ると
いうことですが、上から出てきている分については勝手に切ることは出来ない
とのことです。

自分の敷地に隣の樹木が入って来た時に、それを切った時の罰則というのは、
切った方になるのですか。

切った方が法に罰せられると聞いております。

法律で罰せられるのですか。

もう一度確認しておきます。

民法の規定によりますと、民法第２３０条の規定で、隣地の竹・木の枝が境界
線を超える時は、その竹・木の所有者にその枝を切除させることが出来ると
なっていますので、相手方に切って下さいということは出来ます。一般的に勝
手に切る権利はないです。相手に請求するということになります。

今の状況でいえば、町がお願いしても所有者の方から何の反応もないですが、
その場合はどうしたら良いですか。

他の条例等で出来るかどうかは今すぐに分からないですが、民法上は出来ない
です。

自治会や近隣の方であれば、落ち葉等もあるでしょうし、枯れ枝も落ちてくる
と思いますので、その掃除だけでも大変だと思います。その辺りの負担を考え
ると放置してそのままというのは、何か腑に落ちません。

前に住民の方から、条例を制定されないのですかと言われました。そのことも
あり、条例を制定させて頂きましたので、条例に基づいての対応をさせて頂き
たいと思います。
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条例に基づいた対応とは、何回か勧告をして、従わない場合には執行し、その
代金を請求するという手続きになり、長く時間が掛かるということですね。

特定空家に認定することもできます。認定すれば、固定資産税が６倍というこ
とになりますので、特定空家にするための対応かと言われる方もなかにはおら
れます。会長が言われるように、法に基づいて杓子定規の話をするのかという
ことのなりますが、今後は条例に基づいて対応していきたいと考えます。

条例に基づいて、法的な手続きを踏みながら、所有者の方にやってもらうのを
待つ、もし所有者の方がされない場合は法に基づいて措置が出来るように一個
一個踏んでいくということですね。

条例が出来る前に、いろいろな市町村から話を聞いたのですが、所有者の方が
ほっておいたら行政がしてくれると思われる方がおられたとのことで、いろい
ろな考え方もありますが、そのように思われるのも今後どうなのかという思い
もありますので、少し複雑な思いです。

条例の手続きを踏んでいき、何も応じない時は、緊急安全措置か特定空家の認
定を考えるという判断をどこかで行うということですね。

他の自治体での話の中でも、緊急安全措置の対応について議論されている協議
会もありますので、このような対応になる場合は、協議会で意見を頂くかもし
れませんので宜しくお願いします。

８月の協議会で所有者の方がどのような対応をしているかということが明らか
になるということですね。

はい。報告させて頂きます。

緊急安全措置ですが、素案というものはありますか。具体的な対応等、立入の
問題や家の倒れ方やいろいろな状況があり、緊急発生に対応する事例を出し、
もちろんそれだけではカバー出来ないものもありますので、協議会でこういう
場合はどのような緊急対応になるのかという諮問も受けるかもしれないです
が、その辺りの原案というのはすでに作っておられますか。

条例を作らせて頂いた時に、その対応として、落下する場合はネットを設置す
る、ブルーシートをする、木が倒れる場合は、補強するといったようなことは
定めさせて頂いています。

議事③河合町危険空家等除却費補助制度について

　　〈事務局より説明〉

この制度で３件問合せがあったとのことで、おそらく空家で困っておられる方
にはありがたい制度だと思いますが、３件を大きく超えるような場合にも３件
しか補助が出来ないということですか。

今年度から始めさせて頂く制度です。予算の関係上、３戸１５０万円とさせて
頂いています。３戸以上になれば、早急に対応しなければならない等含めて判
断した上で、可能であれば町の財政課、国の交付金を活用させて頂いてますの
で、県の方と協議しながら増額等が可能であれば検討していきたいと思ってい
ます。現在３人の方が相談に来られてますが、不良住宅との判定が必要にな
り、１００点にならなければこの制度は使えません。７月１日以降に受付させ
て頂き様子を見ながら確認し、検討した上で協議会の方にも報告しなければな
らないと思っています。

例えば補助の額が上限の５０万円でなく、２０万円で済んだ場合は３件よりも
多くということですね。
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予算１５０万円で、１戸最大５０万円としていますので、２０万円で済むので
あれば、件数は増やせますが、通常家屋の解体は予算も掛かります。対象は住
んでいた所のみになり、倉庫や駐車場、門等は対象外ですので、居住スペース
の解体となると１００万円は掛かってくるということは聞いております。

申込者の気持ちとして、解体しようかなと思っているところに、駄目となって
しまえば、多分その後はされないのではないかと思います。なので、あまり厳
しくせずに、できるだけ解体してもらえるような方向でして頂ければと思いま
す。

国の交付金を使いますので、国の条件として不良住宅判定が絶対に必要になり
ます。判定は職員でさせて頂きます。外観からの調査で分かりにくい場合は、
立入調査をさせて頂き、判断をさせて頂きます。今年度からの制度ですので、
進めさせて頂く中で件数を増やす等含めて検討していきたいと思っています。

この広報というのは、どのような形でされているのですか。

広報６月号に案内をさせて頂いています。町のホームページの方にも案内等は
させて頂いています。

町民だよりか何かですか。

はい。町の広報誌に掲載させて頂いています。

年度ごとですか。１回きりですか。

毎年実施する予定です。

今年度、申込みが多ければ、来年度にもしかしたら増額されるかもしれないと
いうことですね。この件も８月の協議会で結果は分かりますか。

７月１日から受付をさせて頂きます。そこから不良住宅の判定調査をし、２週
間程度で結果が出ると思われますので、８月の協議会で、報告させて頂きま
す。

今年中に工事を行わなければなりませんか。

交付金等の関係がありますので、来年の２月末までに全て工事が終わり実績報
告を出して頂き、精算するという流れになりますので、今年度中に解体して頂
くことになります。申込み前に着工されると確認等が出来ませんので、不良住
宅の判定調査をし、１００点以上であれば、申請をして頂くという制度になっ
ています。

議事④空き家セミナー及び空家相談会について

　　〈事務局より説明〉

　その他

　　①年度別空家相談実績、月別（新規）空家相談件数

　　②令和３年度末空家戸数

　　③空家調査

　　④次回協議会の日程調整

　　〈事務局より説明〉

総代自治会長会で、この資料は出されますか。
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各大字の空家の地図と、件数報告は出来ると思っております。それを基に空家
か、住んでいるのか、解体してあるのかという、簡単な調査をお願いしたいと
思っております。

空家は増えていってるのでしょうか。減っていってるのでしょうか。

昨年度の４１７件の空家という数字から、今年度が３８７件となり、マイナス
３０件となります。内訳の具体的な数字は確認できていませんが、現場等を見
させて頂いた時に、新たに居住されているよりも、解体が多いです。新築とな
ると、ニュータウン内の空家で見られました。

他の事例ですが、畿央大学と奈良女子大学・奈良県立大学・同志社女子大学・
天理大学で奈良の北町の調査をしています。北町には空家が沢山あります。十
年前から、ある地域だけを限定して調査をすると、空家の戸数というのは変
わってないのですが、かつて空家だったところは駐車場になったり、新しい建
物になったりと生まれ変わっていってる所と、どんどん空家になっていってる
所と、新陳代謝が激しいのですが、河合町ではどうなのかというところを見て
おかないと、一定数の空家は発生してくるはずですので、それが上手く更新し
ていくかだと思います。人も入れ替わりますし、建物も入れ替わって、町が活
気をおびてくるように誘導しないといけないと思います。空家の全体数が増え
た、減ったということ以上にかつて空家だったところがどうなっているのかと
いうことを捕まえておく必要があると思います。ご報告ですが、畿央大学で河
合町の空家をいくつか紹介してもらい、２件ほど実測させて頂き、その利用計
画を作ろうとしています。１件は市場で、昭和４０年ほどに建てられた民家で
す。新しく住宅にするのではなく、地域に役立つ施設にならないかと学生と考
えています。もう１件は長楽の農家建てで、昭和戦前くらいに建てられたと思
われます。古い蔵もあり、母屋・蔵・作業場があります。こちらも実測させて
頂き、図面化して考えようと思っています。できればこの協議会で報告させて
頂きたい思っています。学生がプレゼンテーションできたらおもしろいだろう
なと思っていますので、みなさんお忙しいと思いますが、そのような機会を頂
けないかとお願いに来ました。長時間ではありませんので、学生の目線からす
ると、こういう利用が出来るのではないかということを報告したいなと、学生
と一緒に案を練っています。８月に間に合うか分かりませんが、宜しくお願い
します。

大学の教授がレポートを出されているのですが、世界的に日本は空家大国にな
ると言われています。人口が減少し、それに見合う空家が非常に多いと言われ
ています。欧米のように、３世帯、４世帯、５世帯で住むという建物ではない
ので、７年経てば古家だという発想がどうしても付きまといます。アメリカ辺
りでは、７年ではまだ新築だと言いますが、日本では古家ですので、人口が減
少すれば当然余ってきて、解体しないといけないということになります。河合
町は、空家が減っていくと思われているかもしれませんが、全国的な視点から
見ると河合町も空家が増える町であると想定しておかないといけないと思いま
す。更地にするということだけでは人が集まらず、難しいと思います。空家対
策としての視点を広げないといけません。

ヨーロッパと日本の大きな違いは、ヨーロッパだと古家が付いてると、その土
地の価値が上がると言います。ですが、日本では逆で、解体費用分だけ値段が
下がります。私たちが学生のころ、コンクリートの家は１００年以上持つとい
うように聞いてました。木造は２０年くらい持てば良いという話でしたが、実
際はその逆で、木造で２００年持っているような家は奈良県下に沢山ありま
す。明治初期に建てたような家で、今でも使われているような家は沢山ありま
す。鉄筋コンクリートの家では１００年持っている家はほとんどありません。
１００年持っているコンクリートの家は、鉄筋が入っていません。古代ローマ
の家はレンガ造やコンクリート造ですが、鉄筋が入っていません。鉄筋が入っ
ていると中のコンクリートと鉄筋が腐食して爆裂するので、コンクリートの付
着力が薄められ、鉄筋コンクリートの家は５０年も持たないだろうと思ってい
ます。古い家を全て活かすことは出来ないと思いますが、上手く活かせれる家
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ます。古い家を全て活かすことは出来ないと思いますが、上手く活かせれる家
も沢山あると思います。しかしほとんどの人がそれを考えずに解体してしまう
ので、如何ともしがたいと思います。本当に価値があるのに壊されようとして
いるものが沢山あります。直せるのに、直らないと思い、工務店に相談する
と、解体した方が早いと言われ、解体してしまうということになります。名柄
に郵便名柄館というものがあり、５・６年前に学生と一緒に調査に行き、その
実測図面を作りこのような利用をしたら良いと計画を作り、模型を作りまし
た。たまたまそれを名柄郵便局の隣が堺屋太一さんの実家で、それを見て、堺
屋さんが直接電話をして来て下さいました。一回お話を聞きたいと言われ、堺
屋さんと会ってお話をさせて頂き、寄付金を頂きました。堺屋さんが国等を動
かし、補助制度を作られ、資材もバックアップもするので、何とか名柄の地域
に役立つものにして欲しいと言われて、リフォームが出来ました。最初に見せ
て頂いた時は、ほとんどの人が解体した方が早いと言われましたが、実際に調
査すると、柱は倒れていましたが、不同沈下は起こしていなく、どこかで引っ
張られているからそれに応じて倒れかけているだけで、それを切ってしまえ
ば、元に戻るということが分かりました。もっと管理がきちんとされているよ
うな家でも利用できないという家もいくつもありますので、冷静な立場の人が
見極めていくというのが必要になってきます。なかなか難しく、今後そのよう
なことを話合う場が庁内若しくは自治会等含めた中に必要になってくるのでは
ないかと思いますし、そういう話が出来るような協議会になっていければいい
なと思っています。特定空家や緊急安全措置の話だけでなく、町の将来に結び
付けれるような空家の利活用の話が出来ればと期待しています。町の協議会に
なると何かを決めていくのに、手順を踏んできっちりとやっていくというのが
主流になり、なかなか話ずらいですが、そういう部分もあって良いと思いま
す。そういう話をしたいと思っていますので、宜しくお願いします。本日はあ
りがとうございました。


